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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の（Ａ）～（Ｃ）を含有する泡沫化粧料。
（Ａ）液状油
（Ｂ）炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６以下のポリグリセリンとがエス
テル化したポリグリセリン脂肪酸エステル
（Ｃ）デカイソステアリン酸デカグリセリル
【請求項２】
さらに、（Ｄ）噴射剤を含有することを特徴とする請求項１に記載の泡沫化粧料。
【請求項３】
（Ａ）液状油が、トリグリセリドを含む請求項１又は２に記載の泡沫化粧料。
【請求項４】
（Ａ）液状油が、トリグセリセリド及び一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪
酸エステルを含む請求項１～３のいずれかに記載の泡沫化粧料。
【請求項５】
一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステルが、２エチルヘキサン酸セチ
ルである請求項４に記載の泡沫化粧料。
【請求項６】
一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステルを液状油全量に対して５０～
８０質量％含有する請求項４または５に記載の泡沫化粧料。
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【請求項７】
（Ｂ）炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６未満のポリグリセリンとがエス
テル化したポリグリセリン脂肪酸エステルが、モノラウリン酸ジグリセリル、モノミリス
チン酸ジグリセリル、モノオレイン酸ジグリセリル、トリオレイン酸ペンタグリセリルか
ら選択される１種以上である請求項１～６のいずれかに記載の泡沫化粧料。
【請求項８】
クレンジング化粧料である請求項１～７のいずれかに記載の泡沫化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、泡沫化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　油分を主体とする組成物を噴射剤によってエアゾール化し泡沫状とする泡沫化粧料は、
手に適量を取り出すことができ皮膚や毛髪に塗布しやすいことから、マッサージ化粧料や
パック化粧料、クレンジング化粧料として応用されている。
　泡沫化粧料は油分に界面活性剤を添加した組成物を揮発性の噴射剤とともにエアゾール
化することで、油分が泡沫状となる。油分とともに用いられる界面活性剤としては、エア
ゾール化した時の起泡性や泡の持続性が良いことからポリグリセリン脂肪酸エステルが第
一に選択され、ポリグリセリン脂肪酸エステルを含む泡沫化粧料の技術が多数開示されて
いる（例えば、特許文献１、特許文献２）。
【０００３】
　マッサージ化粧料やパック化粧料、クレンジング化粧料は、いずれも皮膚に塗布した後
にふき取るか洗い流す必要がある製剤であるが、近年、これらの製剤は、洗い流すタイプ
が主流である。また、洗い流した後の化粧料の肌へのあと残り感（以下、単に「肌へのあ
と残り感」ということがある）がなく感触がさっぱりとしたものが好まれる傾向にある。
　泡質や水性汚れ除去能の向上を課題として、親油性と親水性のポリグリセリン脂肪酸エ
ステルを併用した泡沫エアゾール形態のクレンジング化粧料の技術が知られている（特許
文献３）が、この技術は乳化組成物を泡沫状とする技術であって水の配合が必須であるた
めクレンジング力は、十分なものは得られなかった。ここで、一般に、水を実質的に含ま
ない油性成分主体の組成のクレンジング化粧料の方が、メイク汚れとのなじみがよく、水
を含むクレンジング化粧料よりもクレンジング力（本明細書中、メイク汚れを落とす効果
と同義で用いる）に優れているといわれている。
　以上より、エアゾール化した時の起泡性、泡の持続性に優れ、クレンジング化粧料とし
た場合のクレレンジング力に優れ、しかも洗い流した後の肌へのあと残り感がない泡沫化
粧料の技術開発が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２４１７４５号公報
【特許文献２】特開２００４－２５０３５５号公報
【特許文献３】特開２００５－３２５０３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、エアゾール化したときの起泡性、泡の持続性に優れ、化粧汚れを落とすクレ
ンジング機能に優れ、皮膚に油っぽい感触が残ることなくすっきりと洗い流せる泡沫化粧
料を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】



(3) JP 6026312 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

　本発明者は、親油性界面活性剤(炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６以
下のポリグリセリンとがエステル化したポリグリセリン脂肪酸エステル)と水酸基の１～
３箇所がアシル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エステルを液状油とともに配
合した泡沫化粧料用組成物が、クレンジング力に優れ、洗い流した後の肌残り感がなくさ
っぱりとした感触であること、該組成物をエアゾール化して得られる泡沫化粧料は気泡性
、泡の持続性に優れることを見出し、本発明を完成させた。
　 すなわち本発明の主な構成は、次のとおりである。
（１）以下の（Ａ）～（Ｃ）を、含有する泡沫化粧料。
（Ａ）液状油
（Ｂ）炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６以下のポリグリセリンとがエス
テル化したポリグリセリン脂肪酸エステル
（Ｃ）水酸基の１～３箇所がアシル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エステル
（２）さらに、（Ｄ）噴射剤を含有することを特徴とする（１）に記載の泡沫化粧料。
（３）（Ａ）液状油が、トリグリセリドを含む（１）又は（２）に記載の泡沫化粧料。
（４）（Ａ）液状油が、トリグセリセリド及び一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価
の脂肪酸エステルを含む（１）～（３）のいずれかに記載の泡沫化粧料。
（５）（Ｂ）炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６未満のポリグリセリンと
がエステル化したポリグリセリン脂肪酸エステルが、モノラウリン酸ジグリセリル、モノ
ミリスチン酸ジグリセリル、モノオレイン酸ジグリセリル、トリオレイン酸ペンタグリセ
リルから選択される１種以上である（１）～（４）のいずれかに記載の泡沫化粧料。
（６）（Ｃ）水酸基の１～３箇所がアシル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エ
ステルが、デカイソステアリン酸デカグリセリルである（１）～（５）のいずれかに記載
の泡沫化粧料。
（７）一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステルが、２エチルヘキサン
酸セチルである（４）～（６）のいずれかに記載の泡沫化粧料。
（８）一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステルを液状油全量に対して
５０～８０質量％含有する（４）～（７）のいずれかに記載の泡沫化粧料。
（９）クレンジング化粧料である（１）～（８）のいずれかに記載の泡沫化粧料。
【発明の効果】
【０００７】
　エアゾール化したときの起泡性、泡の持続性に優れ、化粧汚れを落とすクレンジング機
能に優れ、皮膚に油っぽい感触が残ることなくすっきりと洗い流せる泡沫化粧料を提供す
ることができる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
必須成分
（Ａ）；液状油
　本発明で用いる液状油とは、常温（２５℃）で液状であって化粧料に用いられる油であ
ればいずれを用いてもよい。例えばトリグリセリド、一価の脂肪酸と一価のアルコールと
の一価の脂肪酸エステル（以下、エステル油とする）、液体蝋、炭化水素油、シリコーン
油、高級脂肪酸、高級アルコール等が挙げられる。
  本発明に用いられるトリグリセリドとしてはオリーブ油、マカデミアナッツ油、ヒマワ
リ種子油、アボガド油、サフラワー油、米糠油、米胚芽油、小麦胚芽油、ヒマシ油、ブド
ウ種子油、アーモンド油、ヤシ油、パーム油、トリ(カプリル／カプリン酸)グリセリル、
トリ2-エチルヘキサン酸グリセリル等、液体蝋としてはホホバ油等、炭化水素油としては
流動パラフィン、スクワラン等、シリコーン油としてはジメチコン、フェニルトリメチコ
ン、シクロメチコン等、高級脂肪酸としてはイソステアリン酸、オレイン酸等、高級アル
コールとしてはオクチルドデカノール、オレイルアルコール等が好ましく挙げられる。
　エステル油としては、例えばイソノナン酸オクチル、イソノナン酸イソノニル、ミリス
チン酸イソプロピル、イソノナン酸イソデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン
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酸オクチル、ラウリン酸ヘキシル、イソパルミチン酸オクチル、オクタン酸イソセチル、
イソステアリン酸イソプロピル、イソステアリン酸エチル、イソオクタン酸セチル（2エ
チルヘキサン酸セチル）、オクタン酸ステアリル、オクタン酸イソステアリル等が挙げら
れる。
　トリグリセリドはエアゾール化した時に安定な泡沫を形成するので配合することが好ま
しい。なかでもグリセリンにエステル結合した3つの脂肪酸に着目した時に、長鎖脂肪酸(
炭素数１２以上の高級脂肪酸)の占める割合が６割を超えるトリグリセリドが安定な泡沫
の形成にとって好ましい。オリーブ油、ヒマワリ種子油、サフラワー油、米糠油を用いる
事が好ましい。トリグリセリドの配合量は液状油全量に対して９５～２０質量％であるこ
とが好ましい。トリグリセリドの配合量が２０質量％に満たないと、安定な泡沫の形成効
果が乏しくなる恐れがある。
【０００９】
　泡沫化粧料をクレンジング用途とする場合には、エステル油を配合すると、メイク汚れ
とのなじみが良くなりクレンジング力が高まるので好ましい。クレンジング効果をより高
く期待する場合、２－エチルヘキサン酸セチルを用いることが好ましい。２－エチルヘキ
サン酸セチルの市販品としては例えばコグニスジャパン株式会社製のセチオールＳＮ－１
を用いることができる。
　エステル油の配合量は液状油全量に対して３０～８０質量％、より好ましくは５０～８
０質量％、である。３０質量％未満では、本発明の泡沫化粧料をクレンジング用途とした
場合にメイク汚れを肌から浮き出させる効果が乏しくなる恐れがある。また８０質量％以
上では、エアゾール化した時の泡沫の泡保持時間が短くなる恐れがある。
【００１０】
  本発明に用いる液状油は、泡沫化粧料全量に対し８０～９５質量％の範囲で配合するこ
とが好ましい。液状油全量のうち９０質量％以上をトリグリセリドおよびエステル油にす
ることが好ましい。
【００１１】
　本発明の泡沫化粧料として、トリグリセリドおよびエステル油を含む場合、トリグリセ
リドとエステル油の配合比率を１：４～３：１にすることが好ましい。トリグリセリドと
エステル油を１：４～３：１の比率の範囲で配合すると、トリグリセリドの特性により泡
保持（泡の安定）が良くなり、エステル油の特性によりクレンジング効果が優れたものと
なる。さらにクレンジング用途の泡沫化粧料とするためには、トリグリセリドとエステル
油の配合比率を１：４～１：１にすることにより、クレンジング力に優れ、よりいっそう
好ましい。
【００１２】
　トリグリセリドとエステル油の配合比率が１：４～３：１の配合比率をとらない場合で
あっても、トリグリセリドの配合量が多い場合には、その泡沫化粧料は泡立ち・泡保持に
優れ、洗い流して使用する場合の肌へのあと残り感が少ないので、日焼けオイル、ベビー
オイル、ヘアオイル、マッサージやパック用途の泡沫化粧料として好適に用いることがで
きる。
【００１３】
（Ｂ）；炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６以下のポリグリセリンとがエ
ステル化したポリグリセリン脂肪酸エステル（以下、親油性ポリグリセリン脂肪酸エステ
ルと呼ぶ場合がある）
　親油性ポリグリセリン脂肪酸エステルは、油が主成分である本発明の組成物(泡沫化粧
料)をエアゾール化した時に外気と油の界面にて層状に配列することで泡沫の膜強度を高
め泡沫の形成を維持する働きをする。本発明の親油性ポリグリセリン脂肪酸エステルとし
ては、炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以上６以下のポリグリセリンとがエス
テル化したポリグリセリン脂肪酸エステルを用いることが好ましい。ラウリン酸ジグリセ
リル、ミリスチン酸ジグリセリル、オレイン酸ジグリセリル、トリオレイン酸ヘプタグリ
セリルを用いることが好ましい。一種又は二種以上を組み合わせて用いることができる。
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ラウリン酸ジグリセリルの市販品としては太陽化学株式会社製のサンソフトＱ－１２Ｄ－
Ｃを例示できる。ミリスチン酸ジグリセリルの市販品としては太陽化学株式会社製のサン
ソフトＱ－１４Ｄ－Ｃを例示できる。オレイン酸ジグリセリルの市販品としては日光ケミ
カルズ株式会社製のＤＧＭＯ－ＣＶ、太陽化学株式会社製のサンソフトＱ－１７Ｄ－Ｃを
例示できる。トリオレイン酸ペンタグリセリルの市販品としては太陽化学株式会社製のサ
ンソフトＡ－１７３Ｅ－Ｃを例示できる。炭素数が６～１８の脂肪酸と平均重合度が２以
上６以下のポリグリセリンとがエステル化したポリグリセリン脂肪酸エステルは、必須成
分であるＡ～Ｃの全質量に対して２～１０質量％配合することが好ましい。
【００１４】
（Ｃ）；水酸基の１～３箇所がアシル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エステ
ル (以下、デカグリセリン脂肪酸エステルと呼ぶ場合がある)
　本発明の水酸基の１～３箇所がアシル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エス
テルは、過脂肪剤やＷ／Ｏ乳化剤として市販されているものを用いることができる。デカ
イソステアリン酸デカグリセリル、デカオレイン酸デカグリセリル、マカデミアナッツ脂
肪酸デカグリセリル、ノナイソステアリン酸デカグリセリル、ヘプタオレイン酸デカグリ
セリル、が好ましい。一種又は二種以上を組み合わせて用いることができる。
　デカイソステアリン酸デカグリセリルの市販品としては太陽化学株式会社製のサンオイ
ルＤＤＩ、日光ケミカルズ株式会社製のＤｅｃａｇｌｙｎ１０－ＩＳＶを例示できる。デ
カオレイン酸デカグリセリルの市販品としては日光ケミカルズ株式会社製のＤｅｃａｇｌ
ｙｎ１０－ＯＶを例示できる。マカデミアナッツ脂肪酸デカグリセリルの市販品としては
日光ケミカルズ株式会社製のＤｅｃａｇｌｙｎ１０－ＭＡＣを例示できる。ノナイソステ
アリン酸デカグリセリルの市販品としては坂本薬品工業株式会社製のＳ－Ｆａｓｅ　ＩＳ
－１００９Ｐを例示できる。ヘプタオレイン酸デカグリセリルの市販品としては日光ケミ
カルズ株式会社製のＤｅｃａｇｌｙｎ７－ＯＶを例示できる。水酸基の１～３箇所がアシ
ル化されていない液状のデカグリセリン脂肪酸エステルは、１～８質量％、より好ましく
は１～５質量％の範囲で配合すると好ましい。１質量％に満たないと、洗い流した後の肌
へのあと残り感のなさ（さっぱり感）や、特にエステル油を多量に配合したときに安定な
泡沫を形成する効果が得られなくなる恐れがある。８質量％を超えて配合すると低温保存
下で濁りが生じ美観を損ねる恐れがある。
【００１５】
（Ｄ）；噴射剤
本発明の噴射剤としてはトリクロロフルオロメタン、ジクロロジフルオロメタン、ジクロ
ロフルオロメタン、トリクロロトリフルオロメタン、ジクロロテトラフルオロメタンなど
のクロロフルオロカーボン；プロパン、イソブタン、イソペンタン、ノルマルブタン、液
化石油ガスなどの液化ガスなどを挙げることができる。液化石油ガス（以下、ＬＰＧとい
う。）を使用することが好ましい。ＬＰＧとしては、例えば、プロパン、ブタンの混合物
等化粧品用として一般に用いられるものであれば特に制限はない。これらを単独で又は２
種以上を混合して使用することができる。また、これらの噴射剤にジメチルエーテル、炭
酸ガス、窒素ガスを混合して使用してもよい。
【００１６】
  本発明の泡沫化粧料は常法に従って製造することができる。例えば、配合成分すべてを
適宜加熱して撹拌混合し、室温まで冷却して製造できる。
【００１７】
  本発明の泡沫化粧料を泡沫化するためには、さらに噴射剤を配合して、常法に従って製
造することができる。例えば、エアゾール缶やPET樹脂容器、耐圧ガラス容器等のエアゾ
ール用容器に泡沫化粧料を入れ、前記容器に噴射剤を充填することにより製造することが
できる。
【００１８】
  本発明の泡沫化粧料を泡沫化する場合における、泡沫化粧料と噴射剤の混合比は、特に
限定されないが、化粧料組成物：噴射剤の配合比率（質量比率）が７０：３０～９５：５
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に行われる。化粧料組成物：噴射剤の配合比率（質量比率）が９５：５をはずれて噴射剤
の配合量が５質量％を下回ると、良好な泡沫が得にくくなる傾向がある。
【００１９】
  本発明の泡沫化粧料の用途としては、日焼けオイル、ベビーオイル、ヘアオイル、ヘア
スプレー、ヘアフォーム、トリートメントフォーム、マッサージ化粧料やパック化粧料、
クレンジング化粧料等が挙げられる。本発明の特性からは、これらのうちクレンジング化
粧料が好適である。
【００２０】
任意成分
　本発明の泡沫化粧料には、任意成分として化粧料に常用される各種原料を本発明の効果
を損なわない範囲で配合することができる。
　例えば、保湿剤、増粘剤、防腐剤、界面活性剤、香料等を配合することができる。
【００２１】
　本発明において、クレンジング効果を十分に発揮させるためには、水を含有しないか或
いは、水の添加量は極力少ない方が好ましい。水を固形の水溶性成分の溶媒とする場合な
ど、必要に応じて含有させることは構わない。
【００２２】
　本明細書中、泡沫化粧料というときは、特にことわりのない限りは、泡沫化粧料用組成
物にエアゾールを含む場合と含まない場合の両方をさす意味で用いられることがある。す
なわち、下記必須成分（Ａ）～（Ｃ）のみの組成物からなる化粧料、必須成分（Ａ）～（
Ｃ）に（Ｄ）を含む組成物からなる化粧料、これらにさらに任意成分を含む組成物からな
る化粧料のいずれをも本発明の泡沫化粧料ということがある。なお、後述する実施例にお
いては、泡沫化粧料用組成物に噴射剤を配合し、エアゾール容器に充填したものを泡沫化
粧料とよんでいるが、この意味に限定されるものではない。
【実施例】
【００２３】
　以下に実施例を挙げて、本発明の特徴と効果をさらに詳細に説明する。
〔実施例１〕
（１）泡沫化粧料用組成物の調製
　表１に示す組成にて実施例１～１０、比較例１～６の泡沫化粧料用組成物を調製した。
表２に示す組成にて実施例１１～２０の泡沫化粧料用組成物を調製した。
(1-1)調製方法
　（Ａ）液状油、（Ｂ）親油性ポリグリセリン脂肪酸エステル、（Ｃ）デカグリセリン脂
肪酸エステルを６０℃以上に加熱し均一溶解後に撹拌しながら冷却し、泡沫化粧料用組成
物を調製した。尚、常温で調製してもよい。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
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【表２】

【００２６】
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（２）泡沫化粧料の調整及び評価
(2-1)泡沫化粧料の調整
  上記（１）により得られた泡沫化粧料用組成物（Ａ＋Ｂ＋Ｃの混合物）を、噴射剤（Ｄ
）としての液化石油ガス（ＬＰＧ）との配合比率が９３：７質量比となるようにエアゾー
ル容器に充填し、実施例1～２０、比較例１～６の泡沫化粧料を調製した。
（2-2）泡沫化粧料の泡の状態の評価
　泡沫化粧料を噴射したときの泡の状態（起泡力、泡の持続性）を目視で観察した。評価
基準を下記に示す。
【００２７】
［起泡力］
（評価基準）
○：起泡する。
×：起泡しない。
【００２８】
［泡の持続性］
（評価基準）
○：泡の持続性が非常によい（３分以上泡が保持して消失しない）。
△：泡の持続性がよい（１分以上３分未満の間、泡が保持して消失しない）。
×：泡の持続性がない（泡が１分以内に消失する。起泡しなかったものも含む）。
＊ここで、泡の消失とは、目視で泡の体積が１／４以下となることをいう。したがって、
例えば、上記で「○」とは、泡の体積が１／４以下になるまでに３分以上かかることを意
味する。
【００２９】
（2-3）泡沫化粧料のクレンジング力の評価
　専門パネラー（３名）が前腕内則部にマスカラ又はアイライナーを定量塗布した上に、
泡沫化粧料を定量塗布し、マスカラの場合は３０回、アイライナーの場合は５０回、定圧
となるように指で擦りメイク汚れを落とした。次に流水で軽くこすりながら洗い流し、洗
い流した後の肌状態を目視で観察し評価した。評価基準を下記に示す。
（評価基準）
○：完全にメイク汚れが落ちている
△：メイク汚れが部分的に若干残っている
×：メイク汚れが明らかに残っている
【００３０】
（2-4）泡沫化粧料の洗い流した後の肌へのあと残り感の評価
　専門パネラー（３名）が前腕内則部に泡沫性化粧料を定量塗布し馴染ませる。次に流水
で軽くこすりながら洗い流し、水分をタオルで除去した直後の肌の感触について、手で触
って評価した。評価基準を下記に示す。
（評価基準）
○：油っぽい感触がしない(肌へのあと残り感がない)。
×：油っぽい感触が残っており洗い流した感じがしない(肌へのあと残り感がある)。

　尚、起泡力が「×」と評価されたものは、クレンジング力の評価および洗い流した後の
肌へのあと残り感の評価は行わなかった。表中で「－」と記したものは評価していないこ
とを示す。
【００３１】
（３） 結果
　結果を表１および表２に示す。
　比較例１～３の泡沫化粧料はエアゾール化した時の起泡性に優れ泡の持続性が非常によ
いものであったが洗い流した後も油っぽい感触が残っており洗い流した感じがしなかった
。比較例４、５の泡沫化粧料はエアゾール化しても起泡しなかった。比較例６の泡沫化粧
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料はエアゾール化した時に起泡し泡の持続性もよかったが洗い流した後も油っぽい感触が
残っており洗い流した感じがしなかった。
　これに対して、実施例１～１０の泡沫化粧料はエアゾール化した時の起泡性に優れ泡の
持続性が非常によく、洗い流した後も油っぽい感触がせず肌へのあと残り感がなかった。
　前記のとおり、起泡性や泡の持続性に優れ、肌へのあと残り感の無い実施例１～１０の
泡沫化粧料は、日焼けオイル、ベビーオイル、ヘアオイル、マッサージ化粧料やパック化
粧料に適していると評価できた。しかし、クレンジング力の評価項目においてはメイク汚
れが部分的に若干残るとの評価であったので、クレンジング力を高める為に、一価の脂肪
酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステルの配合量を増やして泡沫化粧料を調製し
、各評価項目で評価した。
【００３２】
　実施例１１～２０の泡沫化粧料は一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エ
ステルの配合量を増やしたことによりクレンジング力が高まり完全にメイク汚れが落ちて
いると評価された。しかも実施例１１～２０の泡沫化粧料はエアゾール化した時の起泡性
に優れ泡の持続性がよいものであり、洗い流した後も油っぽい感触がせず肌へのあと残り
感がないものであった。実施例１１～２０の泡沫化粧料は、日焼けオイル、ベビーオイル
、ヘアオイル、マッサージ化粧料やパック化粧料に利用できるだけでなく、その高いクレ
ンジング力によりクレンジング化粧料として好適であると評価できた。
【００３３】
　以上の結果から、本発明の構成をとる泡沫化粧料はエアゾール化したときの起泡性、泡
の持続性に優れ、皮膚に油っぽい感触が残ることなくすっきりと洗い流せる泡沫化粧料で
あることがわかった。さらに、一価の脂肪酸と一価のアルコールとの一価の脂肪酸エステ
ルの配合量を５０～７２質量％含有させたものは化粧汚れを落とすクレンジング機能に優
れ、皮膚に油っぽい感触が残ることなくすっきりと洗い流せるので、クレンジング用の泡
沫化粧料として有用であることがわかった。
　なお、専門パネラー３人による各評価結果はいずれにおいても一致した。
【００３４】
　以下に本発明の構成を使用した泡沫化粧料としてクレンジング化粧料を例に、これに適
した組成物の処方および特性を示す。
〔処方例１〕
（１）泡沫クレンジング化粧料の処方

　　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
１．ヒマワリ種子油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
２．２エチルヘキサン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７２
３．ラウリン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
４．オレイン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
５．デカイソステアリン酸デカグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　２

　上記１．～５．を均一に混合し、泡沫クレンジング化粧料用組成物を調製した。得られ
た泡沫クレンジング化粧料用組成物を、液化石油ガス（ＬＰＧ）との配合比率が９３：７
質量比となるようにエアゾール容器に充填し泡沫クレンジング化粧料を調製した。
（２）特性
　本処方泡沫クレンジング化粧料は、エアゾール化したときの起泡性、泡の持続性に優れ
、化粧汚れを落とすクレンジング機能に優れ、皮膚に油っぽい感触が残ることなくすっき
りと洗い流すことができた。
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